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第四次産業⾰命の到来は、
これまでの

 公的セクターと⺠間セクター
 営利と⾮営利
 いわゆる縦割りの業界
 組織の内と外
 ⽣産者と消費者

の機能の在り⽅の⾒直しを求めているのではないか。

新しいビジネス・新しいルール

現在起こりつつある変化



Innovation Dilemma in Social Institutions
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新技術に対応したルールの探索

既存制度の改良・深化

Social Inertia, Success  Syndrome
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企業経営における課題

・⾃前主義を脱却していわゆるオープンイノベーションを実質化できるか

・⼤胆な権限委譲による監督と執⾏の好循環はつくれたか

・「⾏動しないこと⾃体のリスク」、「不作為の暴⾛」、「逸失利益」は
認識されているか

・⿊字の事業部⾨の売却ができるか

・「技術で勝って事業で負ける」現象を克服していけるか

・本質が宿る細部について経営執⾏部が配意することができるか
CDO,CFO,CIO,CLO,CTO,等の役割が増⼤しているのではないか



• 現⾏ルールは、現在の技術⽔準の下で既存の産業を前提に
重厚に整備され、⼈員もこれに併せて配置される。

• 法律、政令、省令⼜はガイドラインの何れかで規定すべきかは
現在の経済社会構造に沿って定められる。

• ある政策課題に対してどのランクの者が対応するのかも
同様に定められる。

Public Institutionsにおける課題
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 前例のない新しい技術やビジネスモデルに対応できるか
 遅滞なく対応できないことが千載⼀遇のチャンスを⾒逃し

てはいないか
 必要性や許容性をどのように確認していくか
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゛まずやってみる︕“
・⽬指す新事業・新技術と、規制との関係が問題となる場合

・期間や参加者を限定し「実証」を⾏う

・実証でデータを集め、それを基に規制改⾰に繋げる

市場との対話・実証による政策形成

「規制のサンドボックス」とは（⽣産性向上特別措置法）



「規制のサンドボックス」のスキーム

⼀元窓⼝
（内閣府・内閣官房）

⾰新的事業活動
評価委員会

（内閣府）

①事前相談

③⾒解の送付
主務⼤⾂
事業所管⼤⾂
規制所管⼤⾂

⑤計画認定＊・公表
（⼜は認定しない旨の通知）

委員任命

内閣総理⼤⾂*
*内閣府の⻑として任命。

（内閣府特命担当⼤⾂（経済財政政策）が担当）

内閣総理⼤⾂を通じて勧告
事 業 者

計画の策定

※規制の特例措置が必要な場合は、計画申請前に主務⼤⾂に対して要望（プロセスは計画認定と同様）実証実施

主務⼤⾂
事業所管⼤⾂
規制所管⼤⾂

⑦ 終了報告

事前相談、
申請、認定

実証後の
規制の
⾒直し

②申請書を主務⼤⾂に提出

全国的な
規制の⾒

直し

⑥ 定期報告

④意⾒

意⾒交換
（ ※申請前、必要に応じ）

*認定基準︓新技術等関係規定（規制法令の規定）に違反するものでな
いこと、等
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New Institutions for Regulatory Sandbox
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⼀元的窓⼝（新技術等社会実装推進チーム）

関係府省庁等における（規制部局以外の）推進部局

⾰新的事業活動評価委員会



[as of November 2019]

認定事例
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どのように“trust”を構築するか①
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どのように“trust”を構築するか②

Institutions as Equilibria の考え⽅の下で

→ 第三者のenforcement機関を創設する

→ 繰り返し（repetition）機能を利⽤する

→ 評判（reputation）を⾏き渡らせる



終わりに
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今まで頑張ってきたからこそ苦しい。
苦しいのは当たり前。悲観する必要なし

誰もがkeyの発案者となり得る

声を出していきましょう!!


